
量
制
度
に
寄
せ
ら
れ
る
都
民

の
信
頼
は
確
固
た
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
計
量
制
度
は
、1

9
5
1
年
（
昭
和　

年
）
の
計

26

量
法
公
布
以
降
、時
代
の
要
請

と
と
も
に
変
遷
を
遂
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。直
近
で
は
2
0

1
6
年
（
平
成　

年
）
に
示
さ

28

れ
た
国
の
計
量
行
政
審
議
会

答
申（
次
な
る　

年
に
向
け
た

10

今
後
の
計
量
行
政
の
在
り
方
）

に
則
り
、指
定
検
定
機
関
へ
の

民
間
事
業
者
の
参
入
、特
定
計

量
器
の
対
象
範
囲
の
拡
大
等

が
進
む
一
方
、関
連
す
る
政
省

令
も
順
次
改
正
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
、
東
京
都

の
計
量
行
政
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
や

関
係
自
治
体
と
手
を
携
え
て

い
く
と
と
も
に
、
業
界
の
関

係
者
の
皆
様
と
の
連
携
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

を
受
け
て
い
る
状
況
下
で
す

が
、
計
量
行
政
の
新
た
な
時

代
に
向
け
、
皆
様
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
令
和
3
年
度
定
時

総
会
を
6
月
8
日　

に
開
催

（火）

し
ま
す
。
今
年
は
一
向
に
収

ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
の
た
め
、
昨
年
同
様
最
小

限
の
理
事
監
事
の
参
加
で
総

会
を
行
う
予
定
。
会
員
各
位

に
は
ご
来
場
を
呼
び
か
け

ず
、
書
面
表
決
に
て
採
決
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
総

会
の
模
様
は
、
リ
モ
ー
ト
ア

プ
リ
の
Z
O
O
M
を
用
い
同

時
中
継
を
行
う
予
定
。

　

令
和
2
年
度
は
、
ご
承
知

の
通
り
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

当
協
会
の
主
な
行
事
は
中
止

と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
会
員
の

皆
様
に
満
足
な
情
報
発
信
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

会
の
状
況
は
、
新
規
入
会

者
が
3
名
、
退
会
者
が
5
名

で
総
勢　

名
と
な
り
ま
し

70

た
。
新
規
入
会
者
は
、
無
料

体
験
入
会
を
経
て
ご
入
会
を

い
た
だ
い
た
2
名
と
現
在
計

量
士
と
し
て
ご
活
躍
の
1
名

で
す
。
決
算
に
関
し
て
の
帳

票
類
（
貸
借
対
照
表
及
び
正

味
財
産
増
減
計
算
書
等
）
は

追
っ
て
議
案
書
と
合
わ
せ
て

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
高
覧
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
令
和
3
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
、遅
れ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

を
見
な
が
ら
、
研
修
会
、
見
学

会
等
の
行
事
を
順
次
開
催
す

る
方
向
で
計
画
を
立
て
お
り

ま
す
が
、状
況
次
第
で
は
延
期

ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。
適
時
、お
知
ら

せ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
令
和
3
年
度
定
時
総
会

日
時
：
6
月
8
日　

、　

時

（火）

15

よ
り

会
場
：
日
本
計
量
会
館　
　

（
最
小
限
の
理
事
・
監
事
の

み
参
加
）
＊
会
員
の
皆
様
に

は
書
面
に
て
事
前
表
決
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
所
長
戸
澤
互
（
消
費
生
活

総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
管
理
指
導
課
】▽
主
事（
庶

務
担
当
）
西
野
晃
平
（
新
規

採
用
）▽
会
計
年
度
任
用（
庶

務
担
当
）
具
志
堅
靖
子
▽
統

括
課
長
代
理
（
経
理
担
当
）

吉
田
優
子
（
消
費
生
活
部
取

引
指
導
課
）
▽
主
事
（
経
理

担
当
）
中
山
大
輔
（
指
導
担

当
）
▽
課
長
代
理
（
計
量
制

度
担
当
）目
黒
知
工（
昇
任
：

企
画
調
整
担
当
）
▽
課
長
代

理
（
指
導
担
当
）
坂
本
雅
広

（
検
査
課
立
入
検
査
総
括
担

当
）
▽
主
任
（
指
導
担
当
）

堀
内
一
郎（
立
入
検
査
担
当
）

▽
主
事
（
指
導
担
当
）
関
根

和
夫
（
立
入
検
査
担
当
）
▽

主
事
（
指
導
担
当
）
上
杉
広

大
（
立
入
検
査
担
当
）

【
検
定
課
】
▽
検
定
課
長
佐

藤
礼
尚
（
昇
任
：
中
央
卸
売

市
場
）
▽
課
長
代
理
（
体
積

温
度
計
担
当
）永
嶋
隆
一（
昇

任
：
総
務
部
総
務
課
）
▽
主

任
（
検
定
担
当
）
福
士
京

（
港
湾
局
）
▽
主
任
（
検
定

担
当
）
若
山
雅
文
（
昇
任
：

下
水
道
局
）▽
課
長
代
理（
タ

ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
担
当
）
北

浦
伸
行（
体
積
温
度
計
担
当
）

▽
主
任（
質
量
圧
力
計
担
当
）

麻
生
謙
（
昇
任
）
▽
主
事

（
質
量
圧
力
計
担
当
）
中
野

翔
太
（
検
定
担
当
）
▽
課
長

代
理
（
深
川
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
担
当
）
竹
内
健
治
（
タ

ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
担
当
）
▽

課
長
代
理（
多
摩
検
定
担
当
）

鈴
木
麗
子
（
管
理
指
導
課
指

導
担
当
）
▽
主
任
（
多
摩
検

定
担
当
）
三
田
潤
（
昇
任
：

下
水
道
局
）
▽
主
事
（
多
摩

検
定
担
当
）
小
山
勝
弘
（
質

量
圧
力
計
担
当
）

【
検
査
課
】
▽
会
計
年
度
任

用
（
計
画
担
当
）
丹
波
宏
▽

主
任
（
環
境
計
量
器
検
査
担

当
）
山
田
紗
貴
（
環
境
局
）

▽
課
長
代
理
（
検
査
総
括
担

当
）
尾
形
一
也
（
検
査
担
当
）

▽
課
長
代
理
（
検
査
担
当
）

後
藤
真
英（
総
務
部
総
務
課
）

▽
主
任
（
検
査
担
当
）
角
田

宏（
検
定
課
多
摩
検
定
担
当
）

▽
課
長
代
理
（
立
入
検
査
総

括
担
当
）
強
口
渉
（
検
査
総

括
担
当
）
▽
課
長
代
理
（
立

入
検
査
担
当
）福
地
健
一（
検

定
課
深
川
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
担
当
）
▽
会
計
年
度
任

用
（
立
入
検
査
担
当
）
飯
島

豊
（
検
定
担
当
）
▽
会
計
年

度
任
用
（
立
入
検
査
担
当
）

大
門
正

《
転
出
》（
4
月
1
日
付
）

【
管
理
指
導
課
】
▽
福
田
寛

（
主
事
〔
庶
務
担
当
〕、
私
学

部
私
学
行
政
課
へ
）
▽
岩
本

雄
一
郎
（
課
長
代
理
〔
経
理

担
当
〕、広
報
広
聴
部
都
民
の

声
課
へ
）
▽
森
田
将
成
（
主

事
〔
経
理
担
当
〕、
私
学
部
私

学
振
興
課
へ
）
▽
永
山
瑛
美

子
（
主
任
〔
指
導
担
当
〕、
福

祉
保
健
局
へ
）▽
根
岸
岳（
主

事
〔
指
導
担
当
〕、
下
水
道
局

へ
〔
主
任
昇
任
〕）

【
検
定
課
】▽
下
村
欣
吾（
検

定
課
長
、中
央
卸
売
市
場
へ
）

【
検
査
課
】▽
吉
澤
孝
紀（
主

任
〔
環
境
計
量
器
検
査
担

当
〕、
総
務
部
総
務
課
へ
）
▽

白
神
悠
（
主
事
〔
立
入
検
査

担
当
〕、
下
水
道
局
へ
〔
主
任

昇
任
〕）

《
退
職
》（
3
月　

日
付
）

31

【
所
長
】
▽
荒
木
誠

【
検
定
課
】
▽
主
任
（
再
任

用
：
検
定
担
当
）飯
島
豊（
会

計
年
度
任
用
〔
検
査
課
立
入

検
査
担
当
〕）
▽
主
任
（
再
任

用
：
多
摩
検
定
担
当
）
金
子

啓
三

【
検
査
課
】
▽
主
任
（
再
任

用
：
検
査
担
当
）
舟
山
義
弘

1
年
度
（
令
和
3
年
度
）
事

業
計
画
お
よ
び
同
予
算
報
告

③
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・

監
事
の
選
出
④
そ
の
他

　

東
京
都
計
量
協
会
は
、
2

0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
6

月
4
日　
　

時
～　

時　

分

（金）
14

16

30

に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
開
催
予
定
の
2
0

2
1
年
度
（
令
和
3
年
度
）

定
時
総
会
を

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止

と
い
う
観
点

か
ら
中
止

し
、
書
面
表

決
に
変
更
す

る
。

【
議
案
】
①

2
0
2
0
年

度
（
令
和
2

年
度
）
事
業

報
告
お
よ
び

同
収
支
決
算

報
告
承
認
の

件
②
2
0
2

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
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都
検
定
所
人
事
異
動

（
4
月
1
日
付
発
令
）

東
京
都
計
量
協
会

2
0
2
1
年
度
定
時
総
会

書
面
表
決
で
実
施

　

本
年
4
月
に
東
京
都
計
量

検
定
所
長
に
就
任
し
ま
し
た

戸
澤
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
港
湾
管
理
、

都
市
外
交
、
雇
用
就
業
、
鉄

道
事
業
、
消
費
者
行
政
な
ど

都
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を

経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
計
量
行
政
と
い
う

新
た
な
分
野
に
携
わ
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
計

量
行
政
の
さ
ら
な
る
発
展
に

不
惜
身
命
の
心
づ
も
り
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

計
量
は
、
経
済
の
発
展
や

文
化
の
向
上
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
計

計
量
行
政
の
新
た
な
時

代
に
向
け
て

東
京
都
計
量
検
定
所
所
長　

戸
澤 
互

　

令
和
2
年
度
の
質
量
計
事

業
者
連
絡
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
取
組
の
一
環
と
し
て
開
催

を
中
止
し
た
。

　

質
問
・
意
見
等
は
個
別
に

対
応
す
る
。

　

何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
し
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
事
業
者
連
絡
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
取
組
の
一
環
と

し
て
開
催
を
中
止
と
し
、
資

料
の
送
付
に
替
え
た
。

　

送
付
資
料
は
次
の
と
お

り
。

資
料
1
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
防
止
に
係
る
お
願

い
、
資
料
2
：
受
検
票
記
入

時
の
注
意
点
、
資
料
：
令
和

3
年
度 
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
装
置
検
査
実
施
計
画

　

令
和
2
年
度
の
燃
料
油

メ
ー
タ
ー
等
関
係
事
業
者

連
絡
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

取
組
の
一
環
と
し
て
開
催

を
中
止
と
し
、
資
料
の
送

付
に
替
え
た
。

　

送
付
資
料
は
次
の
と
お

り
。

　

資
料
1
：
検
定
に
お
け

る
連
絡
事
項
・
留
意
事
項
、

資
料
2
：
現
行
型
式
等
燃

料
油
メ
ー
タ
ー
の
使
用
最

小
流
量
の
表
記
に
つ
い
て

（
再
通
知
）、参
考
資
料
：

計
量
法
関
係
法
令
抜
粋

（
体
積
計
検
定
関
連
法
令

抜
粋
）、別
紙
1
：
検
定
申

請
書
（
記
入
例
ハ
ン
コ
レ

ス
）、別
紙
2
：
検
定
申
請

書
別
紙
（
記
入
例
ハ
ン
コ

レ
ス
）、別
紙
3
：
検
定
確

認
書
（
記
入
例
ハ
ン
コ
レ

ス
）、別
紙
4
：
基
準
器
検
査

申
請
書
（
記
入
例
ハ
ン
コ
レ

ス
）、別
紙
5
：
基
準
器
検
査

票
（
記
入
例
ハ
ン
コ
レ
ス
）、

そ
の
他
：
令
和
2
年
度
に
見

ら
れ
た
注
意
事
例
、
検
定
申

請
書
（
原
紙
）、
検
定
申
請
書

別
紙
（
原
紙
）、
検
定
確
認
書

（
原
紙
）、
修
理
報
告
書
（
原

紙
）、
基
準
器
検
査
申
請
書

（
原
紙
）、
基
準
器
検
査
票

（
原
紙
）

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

令
和
3
年
度
定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

令
和
2
年
度
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

事
業
者
連
絡
会
は
開
催
中
止

令
和
2
年
度
質
量
計
事
業

者
連
絡
会
は
開
催
中
止

令
和
2
年
度
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
等

関
係
事
業
者
連
絡
会
は
開
催
中
止
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『
先
端
技
術
の
認
証
』

－

そ
の
4　

海
運
業

界
に
お
け
る
新
た
な

認
証

　

前
回
ま
で
は
、
開
発
さ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
技
術
に

対
し
て
第
三
者
が
認
証
（
お

墨
付
き
）
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
技
術
の
普
及
を

促
す
試
み
を
い
く
つ
か
紹
介

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
図

1
に
あ
る
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ

を
経
て
認
証
に
進
ん
で
い

る
。

　

今
回
は
認
証
機
関
が
よ
り

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し

し
て
い
る
例
と
し
て
、
海
運

業
界
に
お
け
る
認
証
機
関
で

あ
る
日
本
海
事
協
会
（
以
下

C
l
a
s
s
N
K
）
が
開
始

し
た
新
し
い
認
証
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
「In

n
ov
ation

E

n
d
o
rse
m
e
n
t

」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。
C
l
a
s

s
N
K
の
歴
史
は
1
8
9
9

年
（
帝
国
海
事
協
会
と
称
し

た
）
に
さ
か
の
ぼ
り
、
1
9

1
5
年
か
ら
船
級
協
会
と
し

て
船
舶
の
検
査
を
行
い
登
録

を
始
め
、
1
9
2
0
年
に
は

最
初
の
船
級
証
書
を
交
付

し
、
1
9
2
6
年
に
は
ロ
ン

ド
ン
の
海
上
保
険
業
者
の
協

会
か
ら
正
式
に
認
め
ら
れ
、

国
際
的
に
活
動
す
る
船
級
協

会
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

て
い
る
。
現
在
は
そ
の
認
証

の
対
象
は
船
舶
を
含
め
大
き

く
広
が
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
認
証
や
風
車
の
認

証
を
含
め
た
技
術
サ
ー
ビ
ス

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
す
る
前
に
、
日
本
の
造

船
業
界
が
置
か
れ
て
い
る
内

外
の
状
況
を
ご
く
簡
単
に
説

明
す
る
と
、
ま
ず
日
本
の
新

造
船
の
シ
ェ
ア
は
こ
こ　

年
40

間
に
お
い
て
シ
ェ
ア
世
界
第

一
位
か
ら
中
国
、
韓
国
に
対

し
て
じ
り
じ
り
と
低
下
し
て

お
り
、
最
近
は
か
な
り
水
を

あ
け
ら
れ
た
第
三
位
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
一
方
国
際
的
に
は
I

M
O
（
国
際
海
事
機
関
）
に

お
い
て
、
海
洋
環
境
の
保
護

の
観
点
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
、
大
気
汚
染
の
防
止

の
た
め
の
排
ガ
ス
規
制
、
海

洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
バ
ラ

ス
ト
水
管
理
あ
る
い
は
船
舶

由
来
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
問
題
な
ど
が
議
論
さ

れ
技
術
革
新
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
国
際
的
に
は
長
期
的

に
は
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
へ
の

切
り
替
え
が
迫
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

は
、
競
合
国
に
先
駆
け
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
日

本
で
製
造
さ
れ
た
船
舶
に
対

し
て
新
し
い
国
際
的
課
題
に

対
応
す
る
付
加
価
値
を
つ

け
、
競
争
力
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
し
、

ま
た
そ
の
努
力
を
正
当
に
評

価
す
る
枠
組
み
が
期
待
さ
れ

る
。こ
の
評
価
結
果
を
船
主
、

荷
主
あ
る
い
は
運
航
会
社
に

対
し
て
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
と
す
る
た
め
に
は
権
威
の

あ
る
第
三
者
が
評
価
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
は
こ
の
分

野
に
限
ら
な
い
。

　

C
l
a
s
s
N
K
は
、
こ

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
海
運
業

界
全
体
に
あ
る
と
し
て
、
広

範
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術

に
よ
り
高
度
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
船
舶
そ
の
も
の

を
認
証
す
る
こ
と
に
加
え
、

そ
れ
を
実
現
す
る
製
品
の
認

証
お
よ
び
技
術
の
提
供
者
に

対
す
る
認
証
を
開
始
し
た
。

そ
の
認
証
は
「In

n
ov
atio

n
E
n
dorsem

en
t

」と
称

し
、
図
3
に
あ
る
よ
う
に
3

種
類
の
認
証
か
ら
な
る
。

ま
ず
、
船
舶
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
プ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
行
（
2

0
2
0
年
8
月
）
し
、
船
級

符
号
にD

ig
italS

m
art

S
h
ip

（X
X

） 
略
号
D
S

S
（
X
X
）
を
付
記
し
、
造

船
所
、
船
主
、
管
理
会
社
に

対
し
て
船
舶
の
付
加
価
値
向

上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
の

認
証
対
象
の
機
能
は
追
加
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
初
版
発

行
の
半
年
後
の
2
0
2
1
年

3
月
の
デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト

シ
ッ
プ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
1
・

1
版
で
は
図
3
の
7
か
ら
9

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
プ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
は
「
船

体
監
視
シ
ス
テ
ム
規
則
」、

「
鋼
船
規
則
」、「
自
動
運
航
、

自
立
運
航
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」、
あ
る
い
は
「
冷
蔵

設
備
規
則
」
な
ど
と
い
っ
た

規
則
が
引
用
さ
れ
、
認
証
要

求
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
高
度
な
製
品
・
シ
ス

テ
ム
等
を
認
証
し
、
証
明
書

を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

優
良
な
製
品
・
シ
ス
テ
ム
の

普
及
を
さ
せ
る
こ
と
の
後
押

し
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
上
記
二
種
は
船
舶
あ

る
い
は
製
品
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
企
業
や
組
織
に
対

し
て
、
開
発
手
順
、
保
守
体
制

な
ど
を
認
証
し
、
提
供
者
（
企

業
）
に
対
し
て
証
明
書
を
発
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
企
業
が
優
良
な
製

品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
普
及
す

る
こ
と
を
後
押
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
筆
者
の
私
見
で
あ
る
が
、

船
舶
用
の
シ
ス
テ
ム
で
は
必
ず

し
も
多
量
生
産
と
は
い
か
な
い

だ
ろ
う
か
ら
、
製
品
認
証
は
製

品
あ
た
り
の
コ
ス
ト
が
か
さ
む

と
お
も
わ
れ
、
提
供
者
認
証
に

期
待
し
て
お
り
そ
の
成
否
を
著

者
は
注
目
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「In

n
o
v
a

tion
E
n
dorsem

en
t

」

で
は
、
評
価
基
準
を
完
全
に

整
備
し
て
か
ら
認
証
を
始
め

る
と
い
う
よ
り
は
、
ス
ピ
ー

ド
を
重
視
し
、
評
価
基
準
は

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
協
働

し
つ
つ
策
定
す
る
と
い
う
方

針
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
私

見
で
は
あ
る
が
認
証
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
場

合
は
業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
が
基
準
と
な
る
の
で
か

な
り
高
い
レ
ベ
ル
の
認
証
と

な
る
と
想
定
さ
れ
、
そ
の
認

証
の
成
り
行
き
あ
る
い
は
ど

の
よ
う
な
認
証
規
格
が
策
定

さ
れ
る
か
が
注
目
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

執
筆
時
点
（
2
0
2
1
年

4
月
）
で
の
認
証
の
実
績
は

表
1
の
通
り
で
あ
り
、
認
証

の
開
始
か
ら
認
証
の
立
ち
上

が
り
は
素
早
い
も
の
が
あ

る
。
2
0
2
1
年
3
月　

日
11

付
け
の
C
l
a
s
s
N
K 

のn
e
w
s
re
le
ase

に
よ

る
と
2
0
2
0
年
に
C
l
a

s
s
N
K
が
「In

n
ov
atio

n
E
n
dorsem

en
t

」を
開

始
以
来
、
船
舶
を
対
象
と
し

た
デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト
シ
ッ

プ
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
D
S

S
）を
既
に　

隻
に
付
与
し
、

63

製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
向

け
認
証
は
2
件
完
了
し
、
現

在　

件
の
審
査
を
実
施
中
と

21
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
立
ち

上
が
り
の
速
さ
か
ら
業
界
の

ニ
ー
ズ
を
確
実
に
と
ら
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
付
加
価
値
の

あ
る
製
品
に
活
路
を
見
出
す

国
内
の
他
分
野
の
産
業
が
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

C
l
a
s
s
N
K
の
試
み
が

成
功
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
船
舶
業
界
で
の
新

し
い
認
証
の
例
を
取
り
上
げ

た
。
次
回
も
引
き
続
き
新
技

術
の
市
場
の
受
け
入
れ
を
認

証
あ
る
い
は
標
準
化
に
よ
り

促
進
す
る
試
み
を
取
り
上
げ

る
。
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お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
伊
藤
信
男
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹

添
雅
雄
▽
田
中
正
憲
▽
奈
良

広
一
▽
山
本
研
一
▽
横
山
守

二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（23）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一



福
岡
県
計
量
検
定
所
＝
▽
所

長
黍
野
徹
（
建
築
都
市
部
建

築
都
市
総
務
課
契
約
室
検
査

監
）
▽
次
長
中
村
修
一
（
指

導
課
長
）
▽
総
務
課
長
牟
田

好
宏
（
粕
屋
保
健
福
祉
事
務

所
保
護
第
一
課
保
護
主
幹
）

▽
指
導
課
長
水
口
俊
一
（
検

定
第
一
課
副
長
）
▽
検
査
課

長
濱
田
進
（
検
査
課
副
長
）

▽
検
定
第
一
課
長
末
松
誠

（
検
定
第
二
課
長
）
▽
検
定

第
二
課
長
脇
島
剛
（
建
築
都

市
部
下
水
道
課
・
下
水
参
事

補
佐
〔（
公
財
）
福
岡
県
下
水

道
管
理
セ
ン
タ
ー
福
童
浄
化

セ
ン
タ
ー
管
理
課
長
〕）▽
検

査
課
副
長
中
村　

徳
角
（
直

方
県
土
力
丸
・
犬
鳴
ダ
ム
管

理
出
張
所
副
長
）
▽
検
定
第

一
課
副
長
岡
浩
史
（
県
土
整

　

5
月　

日　

、　

時
～　

28

（金）

15

17

時
か
ら
東
京
都
計
量
検
定
所

で
開
催
予
定
の
2
0
2
1
年

度
（
令
和
3
年
度
）
東
京
都

計
量
協
会
の
計
量
管
理
研
究

部
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
、
令
和
3
年
度
定

時
総
会
を
書
面
審
議
で
開
催

す
る
。

【
議
題
】
①
2
0
2
0
年
度

（
令
和
2
年
度
）
事
業
報
告

②
同
収
支
決
算
報
告
③
同
監

査
報
告
④
2
0
2
1
年
度

（
令
和
3
年
度
）
事
業
計
画

（
案
）
⑤
同
収
支
予
算
（
案
）

⑥
役
員
の
改
選
（
案
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
見
地
か
ら
、
各
種
集

会
を
自
粛
し
て
い
た
が
、
第

　

回
（
令
和
3
年
度
）
定
時

22総
会
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
令
和
2
年
度
第
3

回
理
事
会
を
、
十
分
な
感
染

予
防
措
置
（
体
温
測
定
、
人

と
の
間
隔
等
）
を
講
じ
た
う

え
で
、
下
記
に
よ
り
開
催
し

た
。

記

1
、
日
時
：
令
和
3
年
4
月

2
日　

、　

時
～　

時

（金）

14

17

2
、
場
所
：
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
4
階
「
G
4
0

7
号
室
」

3
、
議
題

①
第
2
回
理
事
会
（
1
／
1

3
）
議
事
録
確
認
に
つ
い
て

②
出
前
計
量
教
室
の
動
向
に

つ
い
て

③
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
の
動

向
に
つ
い
て

④
日
計
振
計
量
士
部
会
の
動

向
に
つ
い
て

⑤
自
動
は
か
り
の
指
定
検
定

機
関
の
動
向
に
つ
い
て

⑥
各
部
報
告

⑦
第　

回
（
令
和
3
年
度
）

22

定
時
総
会
議
案
書
の
校
正
に

つ
い
て

⑧
そ
の
他
（
役
員
改
正
案
の

検
討
等
）

2
0
2
1
年
2
月
▽
2
月　
17

日　

＝
理
事
会
開
催
。
1
月

（水）
理
事
会
議
事
録
確
認
、
月
次

会
計
報
告
、
組
合
創
立　

周
70

年
の
冊
子
作
成
に
つ
て
、
水

銀
廃
棄
の
件
、
表
彰
推
薦
の
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4
月
1
日
付
け
で
、
検
定

課
長
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

し
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
水
道
局

や
下
水
道
局
な
ど
で
、
設
備

の
維
持
管
理
や
工
事
の
設

計
・
施
工
、
予
算
、
企
画
調

整
と
い
っ
た
業
務
に
従
事
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
精
一
杯
の
努
力
を
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
た
に
、
経
済

の
発
展
や
文
化
の
向
上
に
寄

与
す
る
計
量
行
政
に
携
わ
る

こ
と
と
な
り
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
す

と
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
温
度
計
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
グ
ラ

ム
表
示
、
タ
ク
シ
ー
の
料
金

メ
ー
タ
ー
な
ど
「
は
か
り
」

を
目
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
平
な
経
済
活
動
や

取
引
を
実
現
す
る
た
め
、

日
々
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
が

努
力
し
支
え
て
い
る
こ
と

を
、
改
め
て
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

計
量
を
通
じ
て
、
都
民
の

く
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、

当
所
の
職
員
と
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
連
携
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

連
携
が
非
常
に
重
要

検
定
課
長　

佐
藤
礼
尚

部
会
・
団
体

だ
よ
り

特
集
・と
う
き
ょ
う
の
計
量

（
④
⑤
面
の
つ
づ
き
）

計
量
管
理
研
究
部
会

2
0
2
1
年

度（
令
和
3
年

度
）定
時
総
会

書
面
評
決
に
変
更

東
京
計
量
士
会

令
和
2
年
度
第
3

回
理
事
会
を
開
催

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

件
、
総
会
日
程
の
件

▽
2
月　

日　

＝
都
計
協
打

24

（水）

ち
合
わ
せ
出
席

▽
2
月　

日　

＝
水
銀
廃
棄

26

（金）

実
施

2
0
2
1
年
3
月
▽
3
月　
26

日　

＝
理
事
会
延
期

（金）

地
域
計
量
機
関
人
事
異

地
域
計
量
機
関
人
事
異
動動　
（2）（2）

都
道
府
県

備
部
企
画
課
技
術
主
査〔（
公

財
）
福
岡
県
建
設
技
術
情
報

セ
ン
タ
ー
〕）▽
指
導
課
企
画

主
査
桑
原
敏
郎
（
検
定
第
一

課
技
術
主
査
）
▽
指
導
課
技

術
主
査
高
橋
英
生
（
直
方
県

土
福
智
山
ダ
ム
出
張
所
技
術

主
査
）
▽
検
査
課
技
術
主
査

有
吉
辰
教
（
検
査
課
主
任
技

師
）
▽
検
定
第
一
課
技
師
松

熊
央
（
新
採
）【
転
出
】
▽
髙

橋
将
継
（
次
長
、
建
築
都
市

部
下
水
道
課
・
下
水 
参
事
補

佐
〔（
公
財
）
福
岡
県
下
水
道

管
理
セ
ン
タ
ー
管
理
課
長
〕

へ
）
▽
中
村
浩
（
検
査
課
長
、

建
築
都
市
部
下
水
道
課
・
下

水 
参
事
補
佐
〔（
公
財
）
福

岡
県
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理

課
長
〕
へ
）
▽
白
石
聡
一
郎

（
検
定
第
一
課
技
師
、
京
築

県
土
伊
良
原
ダ
ム
管
理
出
張

所
技
師
へ
）（
4
月
1
日
付
）

【
退
職
】
▽
田
村
洪
介
（
所

長
）
▽
松
藤
真
稔
（
総
務
課

長
、
再
任
用
：
西
福
岡
県
税

事
務
所
収
税
第
三
課
自
動
車

税
第
二
係
事
務
主
査
）
▽
石

橋
浩
文
（
検
定
第
一
課
長
、

再
任
用
：
検
定
第
一
課
技
術

主
査
）（
3
月　

日
付
）

31

熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

＝
▽
次
長
兼
総
務
管
理
室
長

岩
村
聡
子
（
こ
ど
も
総
合
療

育
セ
ン
タ
ー
審
議
員
）
▽
総

務
管
理
室
計
量
検
定
グ
ル
ー

プ
参
事
古
庄
昭
典
（
高
等
技

術
専
門
校
）
▽
総
務
管
理
室

計
量
検
定
グ
ル
ー
プ
主
任
主

事
荒
兼
浩
二（
体
育
保
健
課
）

【
転
出
】
▽
川
上
伸
二
（
次

長
兼
総
務
管
理
室
長
、 
高
等

技
術
専
門
校
校
長
へ
）
▽
相

良
八
住
司
（
総
務
管
理
室
計

量
検
定
グ
ル
ー
プ
、
清
水
が

丘
学
園
へ
）▽
野
村
英
生（
総

務
管
理
室
計
量
検
定
グ
ル
ー

プ
、
商
工
振
興
金
融
課
へ
）

（
4
月
1
日
付
）

宮
崎
県
計
量
検
定
所
＝
▽
所

長
近
藤
悟
（
中
央
福
祉
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
副
所
長〔
総
括
〕

兼
総
務
課
長
）
▽
専
門
主
幹

菊
池
修
一
（
所
長
）
▽
主
事

弓
削
翔
太
郎
（
児
湯
る
ぴ
な

す
支
援
学
校
主
事
）【
転
出
】

▽
代
田
佳
規
（
主
事
、
高
鍋

土
木
事
務
所
へ
）
▽
梶
原
千

里
（
主
事
、
北
方
学
園
小
学

校
へ
）（
4
月
1
日
付
）【
退

職
】
▽
菊
池
修
一
（
所
長
）

（
3
月　

日
付
）
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沖
縄
県
計
量
検
定
所
＝
▽
参

事
兼
所
長
玉
那
覇
靖
（
企
画

部
参
事
〔（
公
社
）
沖
縄
県
地

域
振
興
協
会
〕）▽
主
査
砂
川

美
樹（
企
画
部
統
計
課
主
査
）

【
転
出
】
▽
知
念
海
洋
（
主

任
技
師
、
土
木
建
築
部
施
設

建
築
課
へ
）▽
仲
本
理
恵（
主

査
、
土
木
建
築
部
技
術
・
建

設
業
課
へ
）（
4
月
1
日
付
）

【
退
職
】
▽
玉
城
宏
幸
（
参

事
兼
所
長
、
3
月　

日
付
）
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松
山
市
市
民
部
市
民
生
活
課

＝
▽
市
民
部
副
部
長
兼
市
民

生
活
課
長
兼
松
山
市
計
量
検

査
所
長
花
本
昭
人
（
市
民
生

活
課
長
兼
松
山
市
計
量
検
査

所
長
）
▽
副
主
幹
仙
波
雄
三

（
主
査
）
▽
主
任
近
藤
正
尚

（
生
活
福
祉
業
務
第
2
課
主

任
）▽
主
任
髙
木
真
理
子（
市

民
税
課
主
任
）【
転
出
】
▽
森

正
和
（
副
主
幹
、
教
委
・
事

務
局
地
域
学
習
振
興
課
へ
）

（
4
月
1
日
付
）

新
居
浜
市
市
民
環
境
部
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
＝
▽
所
長
守
谷
千

恵（
農
地
整
備
課
）【
転
出
】▽

河
端
宏
二
（
所
長
、
管
財
課

へ
）（
4
月
1
日
付
）

高
知
市
計
量
検
査
所
＝
▽
所

長
野
田
裕
張
（
環
境
保
全
課

長
）
▽
主
任
中
山
久
美
（
保

険
医
療
課
主
任
）【
転
出
】
▽

松
尾
剛
志
（
所
長
、
廃
棄
物

対
策
課
課
長
補
佐
へ
）
▽
橋

田
充
史
（
主
査
、
耕
地
課
へ
）

（
4
月
1
日
付
）

鳥
取
市
経
済
観
光
部
経
済
・

雇
用
戦
略
課
＝
▽
経
済
観
光

部
次
長
（
兼
）
経
済
・
雇
用

戦
略
課
長
大
野
正
美
（
経
済

観
光
部
次
長
〔
兼
〕
企
業
立

地
・
支
援
課
長
）【
転
出
】
▽

中
村
理
人
（
経
済
観
光
部
次

長
〔
兼
〕
経
済
・
雇
用
戦
略

課
長
、
会
計
管
理
者
〔
兼
〕

出
納
室
長
へ
）（
4
月
1
日

付
）

松
江
市
役
所
産
業
経
済
部
商

工
企
画
課
＝
▽
産
業
経
済
部

長
（
商
工
企
画
課
長
事
務
取

扱
）
森
原
透
（
都
市
整
備
部

次
長
〔
建
設
総
務
課
長
事
務

取
扱
〕）
▽
主
幹
（
企
画
振
興

係
長
事
務
取
扱
）
大
塚
裕
理

（
主
幹
）
▽
副
主
任
坪
倉
直

紀
（
新
規
採
用
）【
転
出
】
▽

山
根
幸
二（
産
業
経
済
部
長
、

政
策
部
長
へ
）
▽
福
井
裕
之

（
産
業
経
済
部
次
長
、
島
根

支
所
長
〔
市
民
生
活
課
長
事

務
取
扱
〕
へ
）
▽
余
村
公
彦

（
課
長
補
佐
〔
企
画
振
興
係

長
事
務
取
扱
〕、観
光
振
興
部

特
定
市

観
光
施
設
課
長
へ
）（
4
月
1

日
付
）

岡
山
市
生
活
安
全
課
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
＝
【
転
入
】
▽

担
当
課
長
城
戸
淳
男
（
生
活

安
全
課
交
通
安
全
防
犯
室

長
）
▽
主
事
大
川
直
樹
（
新

採
用
）【
転
出
】
▽
橋
塚
隆
志

（
副
主
査
、
福
祉
援
護
課
副

主
査
へ
）（
4
月
1
日
付
）【
退

職
】
▽
大
野
明
幸
（
担
当
課

長
、
再
任
用
へ
）（
3
月　

日
31

付
）

倉
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

＝
▽
主
幹
大
田
尚
子
（
消
防

局
予
防
課
主
幹
）（
4
月
1
日

付
）【
転
出
】
▽
西
岡
咲
子

（
主
任
、
保
健
福
祉
局
水
島

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

へ
）（
3
月　

日
付
）
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広
島
市
経
済
観
光
局
経
済
企

画
課
計
量
検
査
所
＝
▽
主
事

新
本
良
二
（（
公
財
）
広
島
市

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
支
援

室
・
主
事
）【
転
出
】
▽
事
務

指
導
員
川
本
直
栄
（
退
職
）

（
4
月
1
日
付
）

呉
市
役
所
産
業
部
商
工
振
興

課
商
業
グ
ル
ー
プ
＝【
転
出
】

▽
三
浦
美
佐
子（
課
長
補
佐
、

文
化
振
興
課
長
へ
）（
4
月
1

日
付
）

北
九
州
市
計
量
検
査
所
＝
▽

所
長
永
友
義
夫
（
市
民
文
化

ス
ポ
ー
ツ
局
美
術
館
普
及
課

分
館
長
）
▽
主
査
鑪
野
祐
司

（
環
境
局
新
門
司
環
境
セ
ン

タ
ー
庶
務
係
長
）（
4
月
1

日
）【
転
出
】
▽
主
任
打
越
雅

弘
（
退
職
）（
3
月　

日
）

31

久
留
米
市
協
働
推
進
部
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
＝
▽
主
査
都

甲
一
哉
（
子
ど
も
未
来
部
子

ど
も
保
育
課
主
査
）【
転
出
】

▽
三
牧
隆
治
（
課
長
補
佐
、

市
民
文
化
部
資
産
税
課
へ
）

（
4
月
1
日
付
）

長
崎
市
市
民
生
活
部
消
費
者

セ
ン
タ
ー
＝
【
セ
ン
タ
ー
内

異
動
】▽
主
事
青
木
隆
明（
消

費
生
活
担
当
）【
転
出
】
▽
福

田
幸
治
（
消
費
者
セ
ン
タ
ー

専
門
官
、
中
央
総
合
事
務
所

生
活
福
祉
2
課
専
門
官
へ
）

（
4
月
1
日
付
）

下
関
市
産
業
振
興
部
産
業
振

興
課
＝
▽
課
長
藤
永
真
一

（
保
健
部
付
〔（
地
独
）
下
関

市
民
病
院
派
遣
〕）▽
主
任
主

事
合
澤
辰
哉 
（
下
関
市
東
京

事
務
所
主
任
主
事
）【
転
出
】

▽
大
津
賢
治
（
主
任
、
保
健

部
健
康
推
進
課
へ
）
▽
堀
江

優
作
（
主
任
主
事
、
総
務
部

付
〔（
公
大
）
下
関
市
立
大
学

派
遣
〕
へ
）（
4
月
1
日
付
）

大
分
市
商
工
労
政
課
管
理
・

計
量
担
当
班
＝
▽
会
計
年
度

任
用
職
員
緒
方
正
（
新
規
）

（
4
月
1
日
）【
退
職
】
▽
飯

田
一
彦
（
管
理
・
計
量
担
当

班
）
▽
安
東
貴
信
（
管
理
・

計
量
担
当
班
）（
3
月　

日
）
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毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ

計
量
計
測
デ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ババババババババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククククククク

タ
バ
ン
ク
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

（
②
③
面
か
ら
つ
づ
く
）

（
次
号
以
下
へ
つ
づ
く
）

いち早く、計量計測関
連情報をキャッチする
計量計測データバンク

https://www.keiryou-
keisoku.co.jp

計量法、計量計測機器、県連団
体情報、コラム、寄稿などなど




